
無断転用を禁止します。 

外食 FC加盟のポイント 

 

最近の外食フランチャイズでよく言われることは、業態のライフサイクルが短くな

ったということです。このことは、ファストフード、居酒屋、カフェなど外食フラン

チャイズのほとんどの業種に当てはまります。 

 

どんな商売でも、人間と同じように寿命があります。世の中に初めて登場して（導

入期）、お客さんに支持されて売上が増加（成長期）、やがて売上が頭打ちになり

（成熟期）、お客さんから飽きられて売上が減っていく（衰退期）、という四段階の

過程をたどるということです。こうした一連の流れを、業態のライフサイクルといい

ます。 

 

業態のライフサイクルが短くなるということは、簡単にいうと、お客様からすぐに

飽きられてしまい、店が長続きしないということ。このことを外食フランチャイズの

オーナーの立場で考えてみると、事は重大です。多額の投資をして店がオープン、初

めのうちは業績好調だったものの、初期投資を回収できないうちに売上が減り始め

て、頑張ってみたものの売上が回復することはなく撤退、残ったのは借金だけ、とい

うことにもなりかねないのです。 

 

経済が成熟してモノが溢れている日本で、お客さんは移り気です。業態のライフサ

イクルが短くなることは、やむを得ないことかもしれません。ですが、実は、業態の

ライフサイクルをある程度伸ばすことは可能なんですね。その証拠に、皆さんがよく

ご存じのナショナルチェーンといわれるようなフランチャイズは、どれも長命ですよ

ね。 

 



無断転用を禁止します。 

 

外食フランチャイズへの加盟を検討している方は、加盟しようとしているチェーン

に業態のライフサイクルを長くするためのノウハウがあるかをチェックしてくださ

い。ポイントとなるのは以下でしょう。 

 

飽きられない定番メニューがある 

奇をてらったようなメニューの店はブームが去ればお客様は離れていきます。単に

珍しい、辛い、多い、見た目がいいなどは問題外です。 

メニューに、お客様が安定的に注文してくれるオーソドックスな定番商品があること

は大切です。 

 

新メニューの開発に注力している 

新メニューはお客様を飽きさせない対策としてとても重要です。季節ごとのスポッ

トメニューなども効果があるでしょう。実はメニュー開発を継続して行うことは大き

なコストと時間を伴います。思いつきでは、新しい人気メニューは決してできないの

です。本部に新メニュー開発の専門部隊があるなど、本部が新メニュー開発にどれほ

ど熱心に取り組んでいるかをチェックすることが必要です。 

 

お客様を囲い込む販促策を確立している 

お客様を飽きさせない手立てはメニューだけではありません。お客様がまた来店し

たくなるような販促策が用意されているチェーンの店は、長い期間繁盛します。 

 

 

トップページへ 


